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ホームページでは、カラー写真で記事をご覧いただくことができます。

なつかしの国
～ iwami ～

　

４
月
９
日（
金
）。
町
内
の
３
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
全

て
の
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
は
、
川
本
小
学
校
14
人
、
川
本
西
小
学
校
10
人
、

三
原
小
学
校
３
人
の
総
勢
27
人
の
新
一
年
生
が
誕
生
し
ま
し

た
。
桜
が
満
開
に
咲
き
誇
る
中
、
新
し
い
制
服
に
身
を
包
み
、

期
待
と
不
安
を
し
っ
か
り
抱
き
か
か
え
た
子
ど
も
達
の
姿
に
、

見
守
る
大
人
の
表
情
も
晴
れ
や
か
で
し
た
。

川本西小学校川本西小学校

三原小学校三原小学校

川本小学校川本小学校
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議案番号 付 託 事 件 名 審査結果

議　 案
第19号 平成22年度川本町一般会計予算 原案可決

議　 案
第20号

平成22年度川本町住宅新築資金
等貸付事業特別会計予算 原案可決

議　 案
第21号

平成22年度川本町国民健康保険
事業特別会計予算 原案可決

議　 案
第22号

平成22年度川本町老人保健事業
特別会計予算 原案可決

議　 案
第23号

平成22年度川本町後期高齢者医
療特別会計予算 原案可決

議　 案
第24号

平成22年度川本町簡易水道事業
特別会計予算 原案可決

議　 案
第25号

平成22年度川本町農業集落排水
処理事業特別会計予算 原案可決

　

平
成
22
年
第
1
回
川
本
町
定
例
会
が

3
月
5
日
か
ら
11
日
ま
で
の
7
日
間
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
樋
口
町
長
の
施
政
方
針
・

坂
根
教
育
長
か
ら
教
育
方
針
が
そ
れ
ぞ

れ
発
表
さ
れ
、
条
例
案
件
13
件
、
予
算

案
件
12
件
、
人
事
案
件
3
件
、
そ
の
他

案
件
1
件
の
29
議
案
が
提
案
さ
れ
慎
重

審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
は
5
名
か
ら
当
面
す
る
町

政
の
諸
問
題
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

活
発
な
論
議
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
一

般
質
問
に
先
立
ち
予
算
特
別
委
員
会
で

22
年
度
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
最
終

日
委
員
長
報
告
の
後
、
採
決
が
行
わ
れ
、

す
べ
て
の
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

◎ 

川
本
町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
員

賛
成
で
同
意
し
た
。

記

　

氏
名　

前　

倉　

順　

治　

氏

　

住
所　

川
本
町
大
字
川
下

◎ 

川
本
町
固
定
資
産
評
価
委
員
会
の
委

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
事

に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
同
意
し
た
。

記

　

氏
名　

白　

鷺　

和　

泰　

氏

　

住
所　

川
本
町
大
字
三
原

　

氏
名　

堂　

面　

和　

正　

氏

　

住
所　

川
本
町
大
字
因
原

　

予
算
特
別
委
員
会

 

委
員
長　

圓　

山　

達　

雄

　

本
委
員
会
は
付
託
議
案
を
審
査
し
た

結
果
、
左
記
の
と
お
り
決
定
し
た
か
ら

会
議
規
則
第
76
条
の
規
定
に
よ
り
報
告

し
ま
す
。

 

委
員
会
審
査
報
告
書

 

こ
ん
な
議
案
を

 

審
議
し
ま
し
た

人　

事　

案　

件

平成22年度一般会計　当初予算33億9千554万9千円
前年度対比10.6％増

平成22年度特別会計予算
川本町住宅新築資金等貸付事業特別会計 5万円

川 本 町 国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 5億6千336万 3千円
川 本 町 老 人 保 健 事 業 特 別 会 計 15万4千円
川 本 町 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1億2千646万 5千円
川 本 町 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 1億1千973万 3千円

川 本 町 農 業 集 落 排 水 処 理 事 業 特 別 会 計 1億1千225万 1千円
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大
畑
議
員

　

川
本
町
で
は
、
以
前
定
住
奨
学
金
制

度
が
あ
っ
た
が
、
財
政
難
を
理
由
に
中

止
と
な
っ
た
。
川
本
で
育
つ
子
供
達
の

為
に
、
こ
の
制
度
の
復
活
を
要
望
す
る
。

も
う
一
点
川
本
町
で
開
か
れ
る
同
窓
会

へ
の
支
援
を
要
望
す
る
。
人
と
人
と
の

交
流
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大

や
、
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
、
町
内
で
の
消

費
効
果
を
考
え
る
と
、
検
討
の
価
値
は

あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
、
対

応
を
問
う
。

鈩
政
策
推
進
課
長

　

奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
町
の
財

政
状
況
か
ら
現
時
点
で
は
困
難
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

同
窓
会
支
援
に
つ
い
て
は
、
な
つ
か

し
い
ひ
と
と
き
を
こ
の
町
で
過
ご
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
は
持
っ
て

い
る
が
、
同
窓
会
と
い
う
も
の
は
、
任

意
の
団
体
で
あ
り
、
行
政
が
ど
こ
ま
で

関
与
で
き
る
か
と
い
う
判
断
は
難
し
い

し
、
他
の
事
例
も
な
い
。
金
銭
的
支
援

は
考
え
て
い
な
い
が
町
有
施
設
使
用
料

等
の
減
免
は
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

瀬
尻
議
員

　
「
子
宮
頸
が
ん
」
に
よ
り
国
内
で
年
間

8
千
人
以
上
が
新
た
に
発
症
し
、
こ
の

内
、
約
2
千
4
百
人
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
と
検

診
で
予
防
で
き
る
病
気
で
あ
り
、
性
交

渉
を
経
験
す
る
以
前
の
十
代
前
半
の
女

児
に
接
種
効
果
が
高
い
と
見
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
予
防
接
種
を
中
学
3
年
生
女

子
が
卒
業
す
る
ま
で
に
、
全
額
補
助
を

し
て
実
施
に
取
り
組
め
な
い
か
。

左
田
野
健
康
福
祉
課
長

　

仮
に
中
学
3
年
生
女
子
に
、
予
防
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
し
た
場
合
は
60
万
円

ほ
ど
と
な
る
が
、
ま
ず
は
、「
子
宮
頸

が
ん
」
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
と
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
必
要
性
や
効
果
な
ど

に
つ
い
て
、
生
徒
・
保
護
者
に
理
解
・

認
識
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
、
啓

発
か
ら
取
り
組
み
、「
が
ん
予
防
」
に
つ

い
て
、
前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
。

植
田
議
員

　

遠
か
ら
ず
次
期
再
編
計
画
が
発
表
さ

れ
る
と
思
う
が
、
前
回
の
川
本
・
邑
智

両
校
再
編
の
際
の
反
省
を
踏
ま
え
た
今

後
の
町
の
取
る
べ
き
支
援
、
臨
む
姿
勢

一
般
質
問

を
問
う
。

樋
口
町
長

　

川
本
・
邑
智
両
町
の
合
併
破
談
に
よ

り
、
両
町
が
高
校
統
合
を
盛
り
上
げ
る

体
制
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
次
期
再

編
に
は
改
め
て
仲
良
く
し
て
皆
で
本
当

に
高
校
を
盛
り
上
げ
る
体
制
を
町
民
、

関
係
各
町
と
作
っ
て
い
く
。
こ
れ
が
私

の
首
長
と
し
て
の
役
目
で
あ
る
。

植
田
議
員

　

合
併
の
し
こ
り
に
よ
る
張
り
合
い
で

中
央
高
校
へ
の
入
学
者
が
減
っ
て
い

る
。
今
後
の
支
援
に
は
、
町
民
が
本
当

に
高
校
が
存
在
し
て
欲
し
い
。
本
当
に

生
徒
達
を
歓
迎
す
る
心
が
必
要
で
あ

る
。
こ
う
い
う
機
運
を
作
れ
る
企
画
を

望
む
。

そ
の
他
の
質
問

●
学
校
統
合
に
つ
い
て
問
う
。

　

 　

今
回
も
一
番
力
を
込
め
て
や
り
ま

し
た
が
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
、
ま
と

め
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
私
有
地
を
通
る
町
道
を
問
う
。












































































































































































奨
学
金
制
度
の
復
活
と
、

同
窓
会
へ
の
支
援
の
検
討
を
。

鈩
政
策
推
進
課
長
＝
財
政
面
等

で
現
時
点
で
は
困
難
で
あ
る
。































































































































































































「
子
宮
頸
が
ん
」予
防
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
補
助
に
つ
い
て
問
う
。

左
田
野
健
康
福
祉
課
長
＝
「
が

ん
予
防
」
に
対
し
て
前
向
き
に

取
り
組
み
た
い
。

























































































































































次
期
高
校
再
編
計
画
を
問
う
。

樋
口
町
長
＝
町
民
、
関
係
各
町

と
体
制
を
作
っ
て
い
く
。
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小
宮
議
員

一
、
公
立
邑
智
病
院
、
大
田
市
立
病
院

の
医
師
不
足
が
地
域
の
皆
様
を
不
安
に

さ
せ
て
い
る
が
、
当
町
は
今
後
ど
の
よ

う
に
医
療
体
制
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
問
う
。

樋
口
町
長

　

郡
内
2
町
及
び
大
田
市
と
協
力
し
、

現
在
の
体
制
を
維
持
し
て
い
き
た
い
。

小
宮
議
員

一
、
町
内
の
医
療
体
制
整
備
も
行
政
の

協
力
が
必
要
と
考
え
る
が
、
町
と
し
て

も
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

樋
口
町
長

町
内
の
病
院
の
協
力
を
得
て
医
療
体
制

の
充
実
に
取
り
組
み
た
い
。

小
宮
議
員

一
、
高
校
統
合
問
題
は
、
当
町
の
浮
沈

に
か
か
る
問
題
だ
と
思
う
。
町
民
の
意

識
が
薄
い
よ
う
で
早
急
に
町
全
体
で
盛

り
上
げ
、
特
色
あ
る
支
援
策
を
思
い

き
っ
て
打
つ
べ
き
と
思
う
が
。

樋
口
町
長

　

隣
接
の
町
と
協
力
し
対
応
し
て
い
き

た
い
。
支
援
に
つ
い
て
は
考
慮
す
る
。

片
岡
議
員

　

平
成
20
年
度
の
国
保
の
一
人
当
た
り

医
療
費
は
県
下
で
最
高
額
と
な
り
、
21

年
度
よ
り
国
保
税
が
上
が
り
、
国
保
加

入
者
の
負
担
が
増
加
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
健
康
福
祉
課
で
も
様
々
な
方
策
で

町
民
の
健
康
維
持
・
増
進
に
努
力
し
て

い
る
が
実
を
結
ん
で
い
な
い
。
そ
こ
で
、

日
本
人
の
死
因
の
4
番
目
の
肺
炎
に
対

す
る
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
推

奨
し
、
摂
取
率
向
上
の
為
補
助
金
を
出

す
こ
と
を
薦
め
る
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の

効
果
は
①
肺
炎
予
防
効
果
。
②
肺
炎
に

か
か
っ
て
も
軽
症
で
す
む
。
③
抗
生
物

質
が
効
き
や
す
い
。
な
ど
の
効
果
が
あ

り
、
1
回
の
接
種
で
5
年
以
上
の
効
果

が
あ
る
。

左
田
野
健
康
福
祉
課
長

　

今
年
度
、
70
以
上
の
方
を
対
象
に

２
千
円
の
補
助
を
出
し
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
奨
励
し
て
い
く
。
ま
た
、
そ
の
効

果
を
期
待
し
て
い
る
。

　

平
成
22
年
３
月
17
日
、
第
１
回
川
本

町
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
発
議（
人
事
案
件
）

◎
川
本
町
農
業
委
員
の
議
会
推
薦

　

 

左
記
の
方
を
全
員
賛
成
で
推
薦
し
ま

し
た
。

　

氏
名　

山　

本　
　
　

勉　

氏

　

住
所　

川
本
町
大
字
川
下

受 理 番 号
年 月 日 請 願 ・ 陳 情 の 要 旨 請願者の住所及び氏名 紹介議員 付託委員会 審査結果

第 1 号
22.2 .24

「選択的夫婦別姓を認める民法の一部
改正」に反対を求める意見書提出に
関する請願。

島根県安来市広瀬町下山佐243－4
　島根人格教育協議会

　会長　倉井　　毅
植田　昌平 総務教民常任委員会 継　続

第 8 号
21.11.20

後期高齢者医療制度を廃止し高齢者
が安心できる医療制度創設の意見書
採択を求める陳情。

松江市大正町442－6 今岡ビル3Ｆ
　島根県社会保障推進協議会

　会長　池淵　栄助
― 総務教民常任委員会 不採択

第 9 号
21.11.20

県の福祉医療費助成制度の定率（応
益）負担を廃止・撤回し定額負担に戻
すことを求める意見書採択の陳情。

松江市大正町442－6 今岡ビル3Ｆ
　島根県社会保障推進協議会

　会長　池淵　栄助
― 総務教民常任委員会 不採択

第 10 号
21.11.20

日米ＦＴＡ交渉を行わないことを求
める意見書の提出を求める陳情。

邑智郡邑南町原村86
　農民運動全国連合会（農民連）
　邑南センター

　代表　石橋　　博
― 産建町民常任委員会 不採択

























































































































































医
療
費
の
削
減
策
に
つ
い
て
。

左
田
野
健
康
福
祉
課
長
＝
様
々

な
対
応
・
対
策
を
考
え
て
い
る
。

























































































































































中
山
間
地
域
の  

 

医
療
体
制
に
つ
い
て
。

樋
口
町
長
＝
郡
内
2
町
・
大
田
市

と
協
力
し
、現
体
制
を
維
持
し
た
い
。

公立邑智病院

臨

時

議

会

請
願
・
陳
情
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3
月
定
例
会
が
閉
会
し
、
22
年
度
の

予
算
が
可
決
さ
れ
、
今
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

3
月
、
4
月
は
特
別
で
す
。
冬
と
春

が
混
在
し
、
卒
業
式
、
入
学
式
、
転

勤
、
転
校
、
配
置
異
動
、
ク
ラ
ス
替
え

な
ど
こ
こ
ろ
も
体
も
大
い
そ
が
し
で

す
。

　

現
議
会
も
あ
と
2
年
の
任
期
を
残
し

4
月
か
ら
配
置
換
え
が
行
わ
れ
ま
す
。

総
務
教
民
常
任
委
員
会
、
産
建
町
民
常

任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
議
会

広
報
委
員
会
そ
の
他
10
以
上
の
委
員
や

理
事
・
監
事
職
が
あ
り
、
各
議
員
が
配

置
さ
れ
ま
す
。
町
民
の
皆
様
は
議
会
活

動
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
外
に

も
か
な
り
の
量
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
3
月
定
例
会
を
も

ち
ま
し
て
、
現
委
員
で
の
広
報
委
員
会

は
終
わ
り
と
な
り
ま
す
。

　

ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
り
、
お
励
ま

し
を
い
た
だ
い
た
り
感
謝
・
感
謝
の
2

年
間
で
し
た
。

　

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

広
報
発
行
対
策
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　

委 

員 

長 

片　

岡　

通　

泰

　
　
　

副
委
員
長 

飯　

田　

武　

則

　
　
　

委　
　

員 

青　

木　

和　

昭

　
　
　

委　
　

員 

圓　

山　

達　

雄

　
　
　

委　
　

員 

小　

宮　

七　

郎

編
集
後
記

　

平
成
22
年
3
月
23
日
に
学
校
統
合
審

議
会
か
ら
、
教
育
委
員
会
に
答
申
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
教
育
委
員
会

で
検
討
さ
れ
ま
す
。

三原小学校 川本小学校 川本西小学校

◎
発
議
第
１
号

　

川
本
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
。

　

右
記
の
議
案
を
、
地
方
自
治
法

第
112
条
及
び
会
議
規
則
第
13
条
の

規
定
に
よ
り
提
出
い
た
し
ま
す
。

概
要

　

期
末
手
当
を
、「
100
分
の
160
」
を

「
100
分
の
145
」
に
、「
100
分
の
165
」
を

「
100
分
の
155
」に
改
め
る
。

　

報
酬
月
額
を
平
成
22
年
4
月
1

日
か
ら
平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で

の
間
10
パ
ー
セ
ン
ト
減
に
改
め
る
。

平
成
22
年
3
月
11
日
提
出

　

提
出
者　

川
本
町
議
会
議
員

 

瀬　

尻　
　

亨

　

賛
成
者　

川
本
町
議
会
議
員
全
員

平
成
22
年
3
月
11
日
可
決

　

川
本
町
議
会

 

議
長　

瀬　

上　

康　

浩

発議番号 発　議　内　容 審査結果

第 2 号 国として直接地方の声を聞く仕組みを保障することを求める意見書の提出につ
いて。 可 決

第 3 号 地域偏在による医師不足の解消と地域医療を守るための予算の大幅増額等を求
める意見書の提出について。 可 決

第 4 号 永住外国人に対する地方参政権付与に関する法律の制定に反対する意見書の提
出について。 可 決

第 5 号 幼児教育の無償化と保育サービスの充実を求める意見書の提出について。 可 決

議 員 発 議 一 覧 表

議

員

発

議

小
学
校
統
合
経
過



快適に暮らせるまちをめざして
川本町地域情報通信基盤整備事業

　平成21年度から、本町の重要施策として「キープ4000プロジェクト」を掲げ、空き家バンク事
業や定住コーディネーターの配置など、町外からのＵＩターン者の受け入れに力を入れてきました。
　こうした中で、島根県が所有する久座仁地区旧警察官舎を町が借り受けて改修し、定住促進住宅
として貸し出す事業を、平成21年度末から始めています。
　平成22年度は全12戸の内、新たに３戸について改修を予定しており、
入居者を募集します。

【川本町定住促進住宅】
住 宅 名 久座仁定住促進住宅

所 在 地 島根県邑智郡川本町大字久座仁270番地１

構　　造 鉄筋コンクリート構造　３階建

入居資格 住所を川本町外から川本町内に移して移住する二人以上の世帯

設　　備
風　呂：ガス給湯器
トイレ：水洗
システムキッチン：Ｉ型ＩＨヒーター

床 面 積 57.5㎡

家 賃 等
20,000円
※ テレビ共聴組合加入料（1,000円）、組合費（100円／月）別途必要
※共益費、自治会費等別途必要

敷　　金 ２ヶ月分

貸出戸数 ３戸

そ の 他 当面はアナログ放送の受信となります。
平成23年７月までにはデジタル放送へ移行します。

　川本町では光ファイバーによる地域情報化インフラ整備を進めています。この事業は民間企業と
連携して、川本町全世帯に光ファイバー網を整備することにより、高速インターネットを利用でき
るブロードバンド環境を整備することや、地上デジタル放送の難視聴や携帯電話の不感といったデ
ジタルディバイドの解消を
主な目的とした事業です。
この事業は住民の利便性の
向上を図るだけでなく、住
民相互のネットワークを通
じた地域間交流を促進する
ことによるコミュニティ意
識の醸成を図るもので、将
来の川本町の「安心」「魅力」
「活性」に繋げる事業とし
て実施します。広報かわも
とでは、今年度この事業に
ついてわかりやすく説明し
ていきます。

久座仁定住促進住宅
　　平成22年10月より入居開始予定！
　　平成22年度　入居者募集開始！

※ブロードバンド　一度に大容量のデータの受信が可能な高速インターネット回線
※ デジタル・ディバイド　情報通信技術（インターネット、携帯電話受信、地上デジタル放
送受信等）格差

（6）平成22年４月20日発行  広報かわもと №468

間取り図



（7）平成22年４月20日発行  広報かわもと №468

学校統合審議会からの答申
　

平
成
22
年
３
月
23
日
、
学
校
統
合
審
議

会
か
ら
教
育
委
員
長
へ
学
校
統
合
に
つ
い

て
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
25
日
に
教
育
委
員
会
か
ら
諮
問
を

受
け
、
保
育
所
保
護
者
の
方
々
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
か
ら
は
じ
ま
り
、
小
学
校

校
区
単
位
で
の
地
元
住
民
へ
の
説
明
会
、

保
護
者
の
意
見
聴
取
会
を
行
い
、
そ
の
間

５
回
の
統
合
審
議
会
を
経
て
、
今
回
の
答

申
と
な
り
ま
し
た
。

　

答
申
は
以
下
の
と
お
り
で
、
今
後
は
こ

の
答
申
に
基
づ
き
教
育
委
員
会
の
方
針
案

を
作
成
し
、
保
護
者
を
は
じ
め
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。



欧
州
の
調
べ
開
催
！

　

3
月
28
日
（
日
）、
悠
邑
ふ
る
さ
と

会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
、
ド
イ
ツ
・
ウ
ル

ム
市
を
中
心
に
活
躍
中
の
「
ウ
ル
マ
ー
・

カ
ン
マ
ー
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
楽
団
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
川
本
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
協
賛
を
得
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

普
段
味
わ
う
こ
と
が
出
来
な
い
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
独
特
の
感
性
を
、
ラ
イ
ブ
で
味

わ
う
こ
と
が
出
来
る
と
あ
っ
て
、
多
く

の
聴
衆
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
演
奏
も
『
静
』
の
中
に
『
動
』

を
感
じ
さ
せ
る
素
晴
ら
し
さ
で
、
す
べ

て
の
聴
衆
を
引
き
込
む
コ
ン
サ
ー
ト
に

な
り
ま
し
た
。

　

3
月
28
日
（
日
）、
悠
邑
ふ
る
さ
と

会
館
マ
ル
チ
ホ
ー
ル
に
て
、
悠
邑
ふ
る

さ
と
楽
団
主
催
の
『
第
2
回
ポ
ッ
プ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
「
春
」』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ル
チ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
同
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
会
場
に
集
ま
っ
た
聴
衆
と
、

演
奏
す
る
楽
団
の
面
々
と
が
「
音
を
楽

し
む
」
事
を
共
有
し
、
曲
目
も
「
春
」

を
イ
メ
ー
ジ
出
来
る
躍
動
感
あ
ふ
れ
る

選
曲
が
多
く
、
春
を
迎
え
る
季
節
に
も

ぴ
っ
た
り
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

　

ま
た
「
あ
な
た
も
名
指
揮
者
」
と
い

う
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
普
段
で
は
経
験
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
指
揮
者
を
体
験
で

き
、
個
性
あ
ふ
れ
る
指
揮
者
が
登
場
し

ま
し
た
。

第
2
回

ポ
ッ
プ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

代
表
監
査
委
員
の

　
　

選
任
に
つ
い
て

　

平
成
13
年
1
月
29
日
か
ら
9
年
2
ヶ

月
間
、
代
表
監
査
委
員
と
し
て
ご
活
躍

さ
れ
た
、
大
畑　

勉
さ
ん
（
谷
戸
地
区
）

が
平
成
22
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
辞
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
、
新
た
に
平
成
22

年
4
月
1
日
付
け
で
、
前
倉
順
治
さ
ん

（
三
島
地
区
）
が
代
表
監
査
委
員
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
22
年
4
月
1
日
か
ら
、
3
人
の

職
員
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
民
の
方
々
に
親
し
ま
れ
、
1
人
で

も
多
く
の
方
の
力
に
な
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
行
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係
（
保
健
師
）

 

日　

髙　
　
　

恵
（
23
）

教
育
課
学
校
教
育
係

 

田　

邊　

奈
瑠
美
（
22
）

教
育
課
社
会
教
育
係
（
図
書
館
）

　

 

小　

瀧　

匡　

紀
（
22
）

新
規
採
用
職
員
紹
介
！

代表監査委員　前倉順治さん（三島地区） 左から、小瀧さん・田邊さん・日髙さん

（8）平成22年４月20日発行  広報かわもと №468



（9）平成22年４月20日発行  広報かわもと №468

島
根
中
央
高
校
だ
よ
り

島
根
中
央
高
校
だ
よ
り

島
根
中
央
高
校
だ
よ
り

 

島
根
中
央
高
校
入
学
式

　

3
月
22
日
（
月
）
交
流
を
続
け
て
い
る

七
尾
学
園
益
田
東
高
校
、
山
口
県
立
岩
国

総
合
高
校
、
広
島
県
立
日
彰
館
高
校
の
3

校
の
吹
奏
楽
部
を
ゲ
ス
ト
に
お
招
き
し
て

の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
5
0
0
人
以
上
の
方
々
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
満
員
の
観
客
の
中
で

演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益
金
が

1
0
5
、4
5
9
円
あ
り
、
山
陰
中
央
新

報
社
の
「
愛
の
基
金
（
福
祉
事
業
）」
へ

寄
付
い
た
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

♪
島
根
中
央
高
校
吹
奏
楽
部

　
　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
♪

　

4
月
9
日
（
金
）
朝
、
新
入
生
達
が
少

し
緊
張
し
た
表
情
で
、
町
職
員
皆
様
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
き
れ
い
に
さ
れ
た

坂
道
を
次
々
に
上
っ
て
き
ま
し
た
。
入
学

式
で
は
、
森
脇
治
夫
校
長
か
ら
新
入
生
80

名
の
入
学
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

新
入
生
を
代
表
し
て
櫻
本
美
郷
さ
ん
（
川

本
中
出
身
）
が
「
宣
誓
」
を
行
い
、
新
た

な
島
根
中
央
高
校
生
の
仲
間
入
り
を
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
在
校
生
を
代
表
し
て
生
徒
会
副

会
長
の
福
富
和
也
さ
ん
（
川
本
中
出
身
）

が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
、
新
入
生
代
表
の

森
岡
亜
衣
さ
ん
（
桜
江
中
出
身
）
が
2
、

3
年
生
に
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

卒
業
生
を
送
り
出
し
て
か
ら
少
し
寂
し

く
な
っ
た
島
根
中
央
高
校
に
も
、
春
の
風

と
共
に
活
気
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

  宣誓を行う櫻本美郷さん

 歓迎演奏をする吹奏楽部

 入学式直後には、川本、邑智、
桜江、大田・温泉津、浜田・江
津・益田、石見・瑞穂の６地区
の保護者に分かれて地区別ＰＴ
Ａが開かれました。

入
学
式
直
後
、　

教
室
に
帰
っ
て
の
Ｌ
Ｈ
Ｒ
の
様
子

演奏会の最後を飾る４校の合同演奏は迫力がありました

  

毎
年
合
同
練
習
な
ど
で
交
流
し
て
い
る
３

校
と
コ
ン
サ
ー
ト
が
で
き
、
と
て
も
楽
し

く
、
良
い
刺
激
に
も
な
り
ま
し
た
。
同
じ

部
活
動
を
し
て
い
る
良
き
仲
間
、
良
き
ラ

イ
バ
ル
の
存
在
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
来
場
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
良
い
演
奏
を
目
指
し
て
頑
張
る
の

で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

島
根
中
央
高
校
吹
奏
楽
部

 

部
長　

廣
山　

俊
之ゲスト出演の３校代表に花束を贈る本校生徒

　４年間、吹奏楽部を指導した田
中久士教諭（写真右）は、３月末
で江津高校に転勤となりました。
　町民の皆様には大変お世話にな
りました。



かわもと図書館　Tel.0855-72-0025  Fax.0855-72-1061 E-mail : kawamoto-l ibrary@kawamoto-town.jp

　貸出人数
　　6,082人　620団体　計6,702（延べ数）
　貸出冊数
　　個人22,078冊　団体8,256冊　計30,334冊
　町民１人あたり貸出冊数（団体貸出含む）
　　30,334冊／人口3,878人＝7.82冊

平成21年度利用実績

（10）平成22年４月20日発行  広報かわもと №468

《児童向き》
天草の霧　斉藤洋作　高畠純画
　大人気シリーズ白狐魔記の第６巻。 （偕成社）

デイジーのおおさわぎ動物園
 ケス・グレイ作　吉上恭太訳
　デイジーは、大の仲良しギャビーとディランを誕
生日のお楽しみに誘います。１年に１回しかない日
に、興奮しちゃったデイジーは…。 （小峰書店）

《一般向き》
文藝春秋にみる坂本龍馬と幕末維新　文藝春秋編
　「文藝春秋」に掲載された歴史エッセイ、手記、
回想録で、坂本龍馬、西郷隆盛、勝海舟、新撰組の
人物史。 （文藝春秋）

糖尿病でも大丈夫！しっかり甘い手作りスイーツ
　 泉美咲月・上村真巳著
　バター、マーガリン、生クリームを使わずに作る、
低カロリーなスイーツレシピ。 （エクスナレッジ）

その他、たくさん入りました

ゴールデンウィーク期間の休館日
４月29日（木）、30日（金）
５月３日（月）～５日（水）

※１日（土）２日（日）は通常どおり開館します。

４月23日
川本町読書の日

川本町では家族で読書をする家読（うちどく）
を推進しています！

いいお顔のひろばいいお顔のひろば～ミニ読書会～～ミニ読書会～

　親子で楽しくわらべうたであそ
びましょう。読み聞かせは、ゆか
いなお話の絵本がテーマです。

日　　時：５月７日（金）９：30～ 11：30
場　　所：川本町子育てサポートセンター
内　　容：わらべうた　講師　日高豊美氏
　　　　　絵本の読み聞かせ、本の貸出
持 参 品：貸出カード、お茶
対　　象：在宅保育の親子
要申込み：４月28日（水）締切
問 合 せ：川本町子育てサポートセンター
 ☎72－1570　　
　　　　　かわもと図書館 　☎72－0025　　

わらべうたを楽しみましょう！

「年齢対象別おすすめの本」
期　間：４月19日（月）～５月30日（日）
　乳幼児、小学校低学年、中学年、高学年、中・高
校生別におすすめの本を展示します。

「平成21年度ベストリーダー」
期　間：４月19日（月）～５月30日（日）
　かわもと図書館に所蔵している本で、昨年度の貸
出トップ50を紹介します。

展示貸出

　図書館利用者の要望に応え、児童書コーナー
に防音ガラスを入れました。お子様連れのご
家族同士でも、ごゆっくりお過ごし下さい。

児童書コーナーが防音になりました！



お問い合わせ：Tel.0855-72-0001悠邑ふるさと会館
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類家心平×ハクエイ･キムD

デ ュ オ

uo

　西日本ライブツアーの一環で来町公演。ジャズ界
若手有望株の二人が、どんなスタイルと迫力で特設
ステージを沸かすか!?
　必聴のライブステージです。
 ※Duo：二人組、ライブ：生演奏

主　催／かわもとジャズ実行委員会
後　援／川本町教育委員会

４月24日㈯　大ホール特設ステージ

川本町子育てサポートセンター
４月26日開設！

川本町子育てサポートセンターは、川本町の子どもたちとそれに関わる人々をつなぐ
子育ての拠点施設です。
川本町子育て支援センター（川本保育所内）と川本町次世代サポートセンターは、４月26日から『子育
てサポートセンター』としてすこやかセンターで開設します。

開設場所：すこやかセンター（平成22年度から）　開設時間：午前９時～午後５時
休 館 日：土日、祝日及び年末年始

相談受付
保護者や子どもの支援者等か
らの子育てや発達等子ども全
般に関する相談窓口として、
一緒に考えたり専門機関や連
携機関を紹介します。

学習支援
「子どもの活動支援ボラン
ティアバンク」の拡充・活用
をします。
子どもと地域・学校をつなぎ、
ふるさと教育を推進します。

子どもの安全センター
子どもの安全に関わる連絡会
事務局として、関係機関と連
携し、川本町における子ども
の安全対策を推進します。

「地域で子育て」の環境作り
地域での子育て支援や子どもの活動支援の体制作りを高めていくた
めに、地域や中高生を巻き込んだ活動を展開します。
また、子育て中の方・PTA・子どもの活動支援される方など、子ど
もに関わる全ての人を対象に研修会を計画します。

体験活動開催
ふるさとの自然・伝統文化・
スポーツ・食育・学習など、
子どもたちが楽しみながら学
べる活動、地域の「ひと・もの・
こと」とふれあう体験活動を
実施します。

オープンスペースとして
在宅児家庭親子の遊び場・小
学生や中高生の居場所・地域
ボランティア活動の拠点とし
て、施設内スペースを開放し
ます。また、世代間交流の場
として活用します。

情報提供
子どもや子育てに関する情報
を提供します。

開　場／午後６時　　開　演／午後７時
出　演／類家心平（トランペット）
　　　　ハクエイ･キム（ピアノ）
入場料　3,000円

（11）平成22年４月20日発行  広報かわもと №468
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先
月
号
の
「
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
し
た
「
住
宅

用
消
火
機
材
に
つ
い
て
」
訂
正
が
あ
り

ま
す
。

　
「
ボ
ン
ペ
ッ
ト
」
の
説
明
記
事
の
中

で
、「
ボ
ン
ペ
ッ
ト
は
消
火
器
」
で
あ

る
と
記
述
し
ま
し
た
が
、正
し
く
は
「
簡

易
消
火
用
具
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正

し
て
お
詫
び
致
し
ま
す
。

　

な
お
、「
簡
易
消
火
用
具
」
と
は
、

消
火
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
水
バ
ケ

ツ
や
乾
燥
砂
等
の
消
火
器
の
代
わ
り
が

で
き
る
も
の
の
こ
と
を
言
い
、「
ボ
ン

ペ
ッ
ト
」
は
、
こ
の
部
類
に
な
り
ま
す
。

　松江地方法務局川本支局は、平成22年３月23日㈫に松江地方法務局浜田支局に統
合いたしました。
　また、会社・法人登記事務は、平成22年３月23日㈫から松江地方法務局登記部門
での取扱いに変更しました。
　これまで長年にわたり、ご利用いただき、ありがとうございました。

　これに伴い川本支局が取り扱っております川本町、邑南町、美郷町の各種事務は、次のとおり
変更になります。

土地・建物などの不動産登記事務
戸籍事務、供託事務、人権擁護事務
会社･法人の登記事項証明書･印鑑証明書交付事務

松江地方法務局浜田支局
〒697－0026　浜田市田町116－１
 浜田法務合同庁舎

℡0855－22－0959

会 社・ 法 人 に 関 す る 登 記 事 務
 （登記申請・相談等）

松江地方法務局登記部門
〒690－0886　松江市母

ほ

衣
ろ

町
まち

50
 松江法務合同庁舎

℡0852－32－4261

　土地・建物の登記事項証明書、会社・法人登記事項証明書及び印鑑証明書の交付事務は、最寄
りの法務局（支局）でも取り扱います。
　また、登記の申請、登記事項証明書等の請求は、郵送又はオンライン（「法務省オンライン申
請システム」http://shinsei.moj.go.jp/）でもできます。

　日　時　毎月第３月曜日（第３月曜日が休日の場合は、第４月曜日）
　　　　　午前10時～12時、午後１時～３時
　場　所　ハローワーク川本　会議室（川本町大字川本301－２　川本地方合同庁舎１階）
　内　容　土地・建物、会社・法人の登記相談　
　担　当　松江地方法務局浜田支局職員

詳しくは、下記までお尋ねください。
松江地方法務局　浜田支局　℡0855－22－0959

法務局川本支局の統合のお知らせ

登記相談所を開設します
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川本町の人口 平成22年4月１日現在
※（　）は前月との増減

3,878 人合 

計

男 1,821人（－32人）
女 2,057人（－32人）

転　入　26人 出　生　 3人 その他　 3人
転　出　91人 死　亡　 5人 その他　 0人

増
減

うち65歳以上 1,598人
うち15歳未満  373人
世帯数 1,808戸
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４月９日。川本中学校に27人の新１年生が入学しました。勉強に部活動など、これから始まる中学校生活に４月９日。川本中学校に27人の新１年生が入学しました。勉強に部活動など、これから始まる中学校生活に
夢を膨らませた生徒達の目は、キラキラと輝いていました。３年間、明るく元気に頑張ろう！夢を膨らませた生徒達の目は、キラキラと輝いていました。３年間、明るく元気に頑張ろう！
  

（14）平成22年４月20日発行  広報かわもと №468

登記相談所開設のお知らせ 
☆日時　毎週･日曜日　午前10時 ～ 午後４時
☆場所　川本町笹畑　藤音宅
　　　　（ 笹畑集会所から山側へ徒歩１分です｡
             お気軽にご相談ください。）
☆担当　江津市都野津町2322番地20  
 藤音司法書士事務所　 藤 音　 寛
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川
本
町
へ
や
っ
て
き
て
１
年
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
。
私
は
「
転
勤
族
」
の
家
族
で
、

川
本
町
へ
は
初
め
て
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
に

６
回
の
引
越
を
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
印
象
は
、
住
む
の
は
い
い
け
ど
暮
ら

す
の
は
不
便
な
所
だ
な
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

山
間
地
特
有
の
寒
さ
は
堪
え
ま
す
が
、
野

生
の
猿
や
タ
ヌ
キ
に
遭
遇
し
た
時
の
驚
き
と

感
動
。｢

イ
ズ
モ
コ
バ
イ
モ｣

と
い
う
希
少
植

物
が
自
生
し
て
い
る
こ
と
も
は
じ
め
て
知
り

ま
し
た
。
自
然
を
満
喫
で
き
て
静
か
な
と
こ

ろ
が
い
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

た
だ
、
も
う
ひ
と
つ
の
寒
さ
は
町
の
閑
散

さ
で
す
（
特
に
休
日
）。
商
店
や
病
院
が
少

な
い
た
め
、
ど
う
し
て
も
大
田
や
江
津
方
面

へ
出
掛
け
る
こ
と
が
多
く
、
交
通
手
段
も
乏

し
く
車
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

人
口
が
４
０
０
０
人
い
な
い
と
聞
き
ま
し

た
。
地
元
特
有
の
排
他
的
な
面
を
感
じ
る
と

き
も
あ
り
ま
す
が
、
川
本
町
は
親
切
な
方
が

多
く
、
町
を
歩
い
て
い
る
と
、
面
識
の
な
い

学
生
さ
ん
達
に
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
言
わ
れ
、

正
直
驚
き
ま
し
た
。
昔
は
普
通
だ
っ
た
事
な

の
に
今
も
当
た
り
前
に
で
き
る
町
。
人
口
が

少
な
い
か
ら
と
い
っ
て
悪
い
面
ば
か
り
で
は

な
く
、
こ
う
し
た
す
ば
ら
し
い
面
も
定
住
対

策
に
生
か
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
転
勤
に
な
っ
た
時
に
「
川
本
町
は
い

い
町
だ
よ
」
と
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
言
え
る

よ
う
な
町
づ
く
り
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

異
の
視
点


